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1. 序 
建築物総合エネルギーシミュレーションツールであるThe BEST 

Program（Building Energy Simulation Tool、以下BEST）1）,2)では、多

数室のゾーン相互境界における換気量をゾーン間換気機能によっ

て定義することが可能である。ゾーン間換気を用いることで、

非空調室と空調室間の熱的影響も考慮することができる。非

空調室は従来の熱負荷計算で計算対象外となることが多いが、

空調の要否を再度判断する上でも熱負荷計算により室内環境

を把握する意義は大きいと考える。 

そこで本論文では、ゾーン間換気法を活用し、非空調室と

空調室ゾーン相互の熱的影響を考慮した熱負荷計算を行うと

ともに非空調室の室内環境について考察を行う。 

2. ゾーン間換気法 
BESTにおけるゾーン間換気とは「境界1mあたりの風量に境界
長さを乗じ、さらにスケジュール値または風量比を乗じて計算さ

れるゾーン一方向又は双方向の換気量」と定義できる。図1にゾー
ン間換気の概念図を示す。 
 

 

 

 

 

 

図1 ゾーン間換気概念図 

インテリアとペリメータのような一体空間の場合は双方向換気、

パス換気を行う場合は、一方向換気など、多様なゾーン間の状況

に対応できる。また、スケジュール設定によって、非空調時、空

調時の使い分けが可能である。 

3. 計算モデル 
 非空調室と空調室ゾーン相互の熱的影響を把握するためにモ

デルビルを用いた熱負荷計算を行った。図2、表1に計算モデル概
要、表2にモデル計算条件を示す。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図2 計算モデル 

表1 計算モデル概要 
建物名称 Aビル 
建設地 東京都 

建物用途 事務所 
建築面積 1497.75m2 
延床面積 20580.88m2 

階数 地上14階、地下1階 

建物概要 

構造 S造、一部SRC造、RC造 

表2 モデル計算条件 

冷房時 26℃DB、50%RH 室内温湿度

条件 暖房時 22℃DB、40%RH 

空調時間 8：00～22：00 （予冷熱時間 30分） 

気象条件 2006年 東京 

内部発熱 

 

躯体条件 

外壁仕様 内壁仕様 

タイル 10mm 

PCコンクリート 150mm 

吹付ウレタン 20mm 

非密閉空気層 

石膏ボード 22mm 

石膏ボード 22mm 

ガラス仕様 スラブ仕様 

複層ガラス（熱線吸収 12mm+透明

6mm） 

タイルカーペット 8mm 

鋼板 2mm 

非密閉空気層 

軽量コンクリート 160mm 

4. 非空調室のモデリング法  
非空調室は一般に熱負荷計算においてモデリングの対象とはな

らず、影響を考慮する場合は隣室温度差係数を用いるのが一般的

である。一方、本論文では、非空調室をモデリングし、空調室か

ら非空調室へのゾーン間換気を設定し、空調室が非空調室へ与え

る熱的影響を検討した。このような熱負荷計算を行うのは、図3の
ように廊下、トイレの空調が空調室からのパス換気のみで良いか

否かを判断するために重要な検討となると考えるからである。モ

デルビルの非空調室である、トイレのコア配置を表3,4のように3ケ
ース別に入力し、窓面積率、外壁面数別にゾーン間換気量の変化

による熱的影響を計算した。空調時間帯は8時～22時、予冷熱時間
は30分とした。気象条件はアメダスの東京2006年とした。 
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図3 非空調室へのパス換気 

 

表3 非空調室計算ケース 

ケース① 
 南一面 

ケース② 
 南・東二面 

ケース③ 
 南・東・西三面 

   

表4 非空調室計算条件 
ゾーン間換気 トイレ 20回換気相当、15回換気相当、 

10回換気相当、5回換気相当 
ガラス 複層ガラス（熱線吸収12mm+透明6mm） 
窓面積率 0％、30％、60％、80％ 

 
 
 
 
 
 

 
図4 非空調室計算結果① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図5 非空調室計算結果② 

図4に外壁1面、2面、3面別、窓面積率別の年間における室内冷
房最大負荷値をまとめたものを示す。外壁の面数、窓面積率によ

る影響が大きい結果となった。 
図 5 にケース①、②、③におけるパス換気量別の空調時間帯ト
イレ内の夏季ピーク時室温計算結果を示す。通常のトイレ仕様と

考えられる、一面外壁、換気回数 15回/h、窓面積率 30％のケース
では、パス換気でトイレ内夏季ピーク時でも 28℃以下となる結果
が得られた。また、窓面積率 0％であれば、夏季ピーク時でも室温
は 28℃程度に維持可能となる結果を得た。一方、窓面積率 60、
80％の場合は、2面以上が外壁となった場合、室温は夏季ピーク時
32℃を超える結果となった。 

表5 非空調室計算結果③ 
窓面積率 0% 30% 60% 80% 
外壁面数 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 
換気回数 
[回/h] 10 10 10 10 15 15 10 15 15 15 15 15 

空調要否 × × × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 
※ 夏季ピーク時、トイレ内室温が28℃未満の場合空調不要（×）、28℃以上の場合空

調必要（○）と判断 

以上の結果から、表5のように窓面積率、外壁面数別の必要換気
回数、空調要否をまとめた。2面が外壁に面する場合は、パス換気
だけでは、トイレ内を28℃以下に維持するのは困難と考えられる。 

5. 結 
1）ゾーン間換気法を利用し、非空調室と空調室ゾーン相互の熱的
影響を考慮した負荷計算を行い、非空調室の室内環境評価

について、考察を行った。 
2）非空調ゾーンである換気室の室温計算にゾーン間換気を適
用し、空調室が非空調室へ与える熱的影響を検討した。換

気室の代表例として、トイレへのパス換気を想定したトイ

レ内室温計算を行った。窓面積率、外壁面数別の室温状況

から、条件別の空調要否を示した。 
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